
令和５年度入学生用

課程 定時制 学科 総合学科

学校設定科目の開設年度
学校設定科目名 開設年度
ライフゼミＡ～Ｄ 令和４年度
産業社会と人間 令和４年度
ＩＣＴ活用 令和４年度
実用国語 令和４年度
電子機械概論 令和４年度
活用数学 令和４年度
ビジネス技術 令和４年度
英語活用 令和４年度
地域の自然 令和４年度
卒業研究 令和４年度

各系列における選択履修科目
( )は単位数

必履修科目◎　選択必履修科目○　学校設定科目●

工業技術基礎（２）

●ＩＣＴ活用（２）

美術Ⅱ（２）
書道Ⅱ（２）

日本史探究（４）

地学基礎（２）

●卒業研究（２）

【備考】
1朝学習を学校設定教科・科目『ライフゼミ』とし、単位に含める。朝学習
20分×5日＝100分＝2単位。
2『ライフゼミC』『同D』は原則として異年次履修科目とし、選択は原則1回
とする。
3自由選択科目は時間外(7、8校時)に設定し、系列の枠を超えて選択するこ
とができる。
4全定併修科目(定時制科目)は『実用国語』『活用数学』『英語活用』とす
る。
5定通併修科目は(定時制科目)『地域の自然』『美術Ⅰ』『食文化』『服飾
手芸』『ファッション造形基礎』『工業技術基礎』『製図』『生産技術』
『電子機械概論』『ＩＣＴ活用』とする。
6定通併修科目(通信制科目)は『世界史探究』『倫理』『数学Ｂ』『化学』
『生物』とする。

備　考

２

、
３
年
次
系
列
不
問

生
活
・
産
業
系
列

　美術Ⅱ、書道Ⅱは２年次にそれぞれに対応す
る科目Ⅰを履修した者が選択をする。備　考

フードデザイン（２）

工業技術基礎（２）

３年次履修

服飾手芸（２）

●卒業研究（２）

●実用国語（２）
●電子機械概論（２）

●活用数学（２）
●ビジネス技術（２）

食文化（２）

●ＩＣＴ活用（２）

製図（２）

●英語活用（２）
ファッション造形基礎
（２）

山形県立庄内総合高等学校　教育課程表

授業の
１単位時間 50分

１年次 ４年次３年次

学校行事
（時間数）

100 120

政治・経済（２）

化学基礎（２）

教
養
系
列

生産技術（２）

ビジネス基礎（２）

総合選択科目

自由選択科目

系列科目
３年次

●地域の自然（２）

　自由選択科目は修業年限を４年から３年
に短縮したい希望者のみが選択する。

備　考

系列科目
４年次

２年次履修

卒業までに
修得すべき単位数

74

備考 ※印の科目は、異年次履修科目とする。選択は１回とする。

特
別
活
動

ホームルーム活動
（週当たり時数）

1
（毎週金曜日５校時）

1
（毎週金曜日６校時）

1
（毎週金曜日７校時）

1
（毎週金曜日８校時）

90 90

新任式，始業式，終業式，入学式，新入生オリエンテーション，身体測
定，親子進路ガイダンス，創立記念式典，避難訓練，保健講話，救急救命
講習，学校祭，模擬面接会，総合的な探究の時間発表会，企業学校見学，
修学旅行､インターンシップ，薬物乱用防止講話，進路体験発表会，表彰
式，同窓会入会式，卒業式，修了式，離任式

生徒会活動
（時間数）

12 12 12 12

生徒会入会式，部活動紹介，生徒総会（前･後期），生徒会
役員選挙，年次研修，クラスマッチ

◎
総合的な

探究の時間21

22 ホームルーム活動 ホームルーム活動 ホームルーム活動 ホームルーム活動

各教科・科目及び
総合的な学習の時間の

単位数
21 21～27 21～27 21

◎
情報Ⅰ

情報処理
17

18 ●
ライフゼミ

Ａ

●
ライフゼミ

Ｂ19

20 ●
産業社会と人

間

◎
総合的な

探究の時間

〇
生物基礎

◎
体育

英語コミュニ
ケーションⅡ

8

9
◎

体育
◎

体育

●ライフゼミＣ
●ライフゼミＤ

※10
英語コミュニ
ケーションⅡ

11
◎

保健
◎

保健

教養系列：
　４科目１０単位
を受講。

生活・産業系
列：
　５科目より４科
目１０単位を選択
し受講。

12 ◎
英語コミュニ
ケーションⅠ

〇美術Ⅰ
〇書道Ⅰ

●ライフゼミＣ
●ライフゼミＤ

※13

14
◎

家庭基礎

◎
英語コミュニ
ケーションⅠ15

16

総合的な
探究の時間

教養系列：
　４科目より３科
目６単位を選択し
受講。

生活・産業系
列：
　３科目７単位を
受講。

共通履修科目
必履修科目◎ 選択必履修科目○ 学校設定科目●　異年次履修科目※

２年次

1
◎

現代の国語
◎

言語文化
国語表現 国語表現

2

3
◎

歴史総合
◎

公共
◎

地理総合
数学Ａ

4

5
◎

数学Ⅰ
◎

数学Ⅰ
◎

数学Ⅰ
体育

6

7 〇
科学と

人間生活


